
 

 

 

 
現在の久田見・福地・潮南をつなぎ、町内を回る路線のコミュニティバス802は、利用

者数が著しく減少しており、公共交通の維持が困難な状況にあります。そこでアンケート

調査や地域懇談会において利用しやすい移動手段を、地域の方々と考え、作り上げること

を目指して検討を行ってきた結果、コミュニティバス802を今年の10月から違う形に変

え、さらに効率の良い運行方法として、町内の西部地区、東部地区において、それぞれの

区域でバスの再編を行うことになりました。 

 

 

 

———— 【今回の再編のポイント】———— 

 

 ●（両地区）･････ 車両が小型化します。 

 

 ●（西部地区）･･･ 時刻表や運行ルートが変わります。 

 

 ●（東部地区）･･･ 運行形態が変わります。（デマンド交通の採用） 

 

 

1. コミュニティバス802の再編 

 

・今回のバス再編にあわせ、これまでの東部地区から川辺町を結ぶコミュニティバス

802の再編が必要となります。西部地区については、町の主要な行政・病院・商業・

観光施設などが点在しており、町民の移動手段としてバスの運行が必要不可欠です。

八百津町ファミリーセンターを中心として、町内の各施設や川辺方面を結ぶバス路

線について再編をおこないます。 

 

２．（西部地区）運行方式の概要  

 

・現在の八百津町内全域を結ぶ、自主運行コミュニティバス802の東部路線を、令和2年

9月30日をもって廃止し、新たに東部地区を除いた西部地区のみで、これまで同様の運

行を開始するものです。 

（区域以外は現在のコミュニティバス802と同様の定時定路線型です） 

・再編後の運行開始日は、令和2年10月1日となります。 

・運行日は平日のみとし、年末年始（12/29～1/3）は運休。 

 

 

３．（西部地区）運行路線  

・西部地区のうち、東部地区を除いたコミュニティバス802が運行していた区域及び錦

織地区とします。 

・今回新たに、錦織地区も運行を開始します。 

 


